
　　（１）固定資産の減価償却の方法

　　　　　①有形固定資産（リース資産を除く）　　定額法

　　　　　②無形固定資産（リース資産を除く）　　定額法　　　　　

　　　　　③リース資産

　　　　　　ａ）所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　　　　　　　自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法によっている。

　　　　　　ｂ）所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　　　　　　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっている。

　　　　　　　なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、平成27年3月31日以前のものに

　　　　　　　ついては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。　

　　（２）引当金の計上基準

　　　　　・徴収不能引当金　

　　　　　　該当なし

　　　　　・賞与引当金

　　　　　　職員の賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上している。

　　　　　・退職給付引当金

　　　　　　職員に対して将来支給する退職金のうち、一般社団法人宮城県民間社会福祉振興会退職共済制度掛金の　

　　　　　　法人負担分相当額を退職給付引当金に計上している。

　　　（１）　独立行政法人福祉医療機構が実施する退職共済制度

　　　（２）　一般社団法人宮城県民間社会福祉振興会が実施する退職共済制度

　　当法人の作成する計算書類は以下のとおりになっている。

　（１）法人全体の計算書類（会計基準省令第１号第１様式、第２号第１様式、第３号第１様式）

　（２）事業区分別内訳表（会計基準省令第１号第２様式、第２号第２様式、第３号第２様式）

　　　　当法人では社会福祉事業のみ実施しているため作成していない。　

　（３）社会福祉事業における拠点区分別内訳表（会計基準省令第１号第３様式、第２号第３様式、第３号第３様式）

　（４）収益事業における拠点区分別内訳表（会計基準省令第１号第３様式、第２号第３様式、第３号第３様式）

　　　　当法人では、収益事業を実施していないため作成していない。

　（５）各拠点区分におけるサービス区分の内容

　　　　ア　築館拠点　（社会福祉事業）

　　　　　　「法人本部」

　　　　　　「ケアハウス栗の実」　

　　　　　　「デイサービスたかねの湯」

　　　　イ　鳴子拠点　（社会福祉事業）　

　　　　　　「デイサービス栄泉」

１.重要な会計方針１.重要な会計方針１.重要な会計方針１.重要な会計方針

２．法人で採用する退職給付制度２．法人で採用する退職給付制度２．法人で採用する退職給付制度２．法人で採用する退職給付制度

３．法人が作成する計算書類と拠点区分、サービス区分３．法人が作成する計算書類と拠点区分、サービス区分３．法人が作成する計算書類と拠点区分、サービス区分３．法人が作成する計算書類と拠点区分、サービス区分

計算書類に対する注記計算書類に対する注記計算書類に対する注記計算書類に対する注記 （法人全体）（法人全体）（法人全体）（法人全体）

別紙１



計算書類に対する注記計算書類に対する注記計算書類に対する注記計算書類に対する注記 （法人全体）（法人全体）（法人全体）（法人全体）

別紙１

　　基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

184,496,317 184,496,317

102,868,886 6,441,681 96,427,205

287,365,203 6,441,681 280,923,522

　　　該当なし

　　担保に供されている資産は以下のとおりである。

158,643,450 円

23,757,438 円

182,400,888 円

　　担保している債務の種類および金額は以下のとおりである。

23,907,000 円

円

23,907,000 円

　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

取得価額 減価償却累

計額

当期末残高

184,496,317 184,496,317

265,386,481 168,959,276 96,427,205

11,585,909 2,885,493 8,700,416

6,269,448 2,385,581 3,883,867

5,779,303 4,248,660 1,530,643

12,116,631 10,294,907 1,821,724

485,634,089 188,773,917 296,860,172

債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。

間接法を採用しているため記載省略（貸倒実績・貸倒懸念債権ともに無し。）

債権額 徴収不能引

当金の当期

末残高

債権の当期

末残高

合計

８．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高８．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高８．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高８．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

（単位：円）

　　　　　　　該当なし

合計

有形リース資産

（単位：円）

土地

建物

土地

建物

構築物

機械及び装置

車輌運搬具

器具及び備品

建設仮勘定

７．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高７．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高７．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高７．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

（貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）（貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）（貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）（貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）

土地

建物

合計

５．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し５．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し５．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し５．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

６．担保に供している資産６．担保に供している資産６．担保に供している資産６．担保に供している資産

土地

建物

計

設備資金借入金（１年以内返済予定額を含む）

長期運営資金借入金(1年以内返済予定額を含)

計

基本財産の種類

４．基本財産の増減の内容及び金額４．基本財産の増減の内容及び金額４．基本財産の増減の内容及び金額４．基本財産の増減の内容及び金額

（単位：円）



計算書類に対する注記計算書類に対する注記計算書類に対する注記計算書類に対する注記 （法人全体）（法人全体）（法人全体）（法人全体）

別紙１

　　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は以下のとおりである。

帳簿価額 時価 評価損益

　　関連当事者との取引の内容は次のとおりである。

役員の

兼務等

事業上

の関係

　　取引条件及び取引条件の決定方針等

　　　該当なし

　　　該当なし

　　　該当なし

　　　該当なし

・（リース関係取引）

　　1、ファイナンスリース取引

　　　(1)所有権移転ファイナンス・リース取引

　　　　　該当なし

　　　(2)所有権移転外ファイナンス・リース取引

　　　　①リース資産の内容

　　　　　イ　有形固定資産

　　　　　　　該当なし

　　　　　ロ　無形リース資産

　　　　　　　該当なし

　　　　②リース資産の減価償却の方法

　　　　　1.重要な会計方針の「(1)固定資産の減価償却の方法」に記載の通りである。

１４．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び１４．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び１４．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び１４．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び

純資産の状態を明らかにするために必要な事項純資産の状態を明らかにするために必要な事項純資産の状態を明らかにするために必要な事項純資産の状態を明らかにするために必要な事項

（単位：円）

種類 法人等

の名称

住所 資産総額 事業の内容

又は職業

議決権の所

有割合

取引の

内容

取引金額 科目 期末残高関係内容

１１．重要な偶発債務１１．重要な偶発債務１１．重要な偶発債務１１．重要な偶発債務

１２．重要な後発事象１２．重要な後発事象１２．重要な後発事象１２．重要な後発事象

１３．合併及び事業の譲渡若しくは事業の譲受け１３．合併及び事業の譲渡若しくは事業の譲受け１３．合併及び事業の譲渡若しくは事業の譲受け１３．合併及び事業の譲渡若しくは事業の譲受け

１０．関連当事者との取引の内容１０．関連当事者との取引の内容１０．関連当事者との取引の内容１０．関連当事者との取引の内容

９．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益９．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益９．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益９．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

（単位：円）

種類及び銘柄

　　　　　　該当なし

合計



　　（１）固定資産の減価償却の方法

　　　　　①有形固定資産（リース資産を除く）定額法

　　　　　②無形固定資産（リース資産を除く）定額法

　　　　　③リース資産

　　　　　　a)所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　　　　　　　自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法によっている。

　　　　　　b)所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　　　　　　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっている。

　　（２）引当金の計上基準

　　　　　・徴収不能引当金

　　　　　　該当なし

　　　　　・賞与引当金　

　　　　　　職員の賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上している。

　　　　　・退職給付引当金　

　　　　　　職員に対して将来支給する退職金のうち、一般社団法人宮城県民間社会福祉振興会退職共済

　　　　　　制度の掛金の法人負担分相当額を退職給付引当金に計上している。

　　（１）独立行政法人福祉医療機構が実施する退職共済制度

　　（２）一般社団法人宮城県民間社会福祉振興会が実施する退職共済制度　

　　当拠点区分において作成する計算書類は以下のとおりになっている。

　（１）築館拠点計算書類（会計基準省令第１号第４様式、第２号第４様式、第３号第４様式）

　（２）拠点区分事業活動明細書（会計基準別紙３（⑪））

　　　ア　法人本部

　　　イ　ケアハウス栗の実

　　　ウ　デイサービスたかねの湯

　（３）拠点区分資金収支明細書（会計基準別紙３（⑩））

　　　ア　法人本部

　　　イ　ケアハウス栗の実

　　　ウ　デイサービスたかねの湯

　　基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

158,643,450 158,643,450

102,776,756 6,394,558 96,382,198

261,420,206 6,394,558 255,025,648

　　　該当なし

基本財産の種類

土地

建物

合計

１．重要な会計方針１．重要な会計方針１．重要な会計方針１．重要な会計方針

２．採用する退職給付制度２．採用する退職給付制度２．採用する退職給付制度２．採用する退職給付制度

３．拠点が作成する計算書類とサービス区分３．拠点が作成する計算書類とサービス区分３．拠点が作成する計算書類とサービス区分３．拠点が作成する計算書類とサービス区分

４．基本財産の増減の内容及び金額４．基本財産の増減の内容及び金額４．基本財産の増減の内容及び金額４．基本財産の増減の内容及び金額

（単位：円）

５．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し５．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し５．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し５．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

計算書類に対する注記（築館拠点区分用）計算書類に対する注記（築館拠点区分用）計算書類に対する注記（築館拠点区分用）計算書類に対する注記（築館拠点区分用）

別紙２



計算書類に対する注記（築館拠点区分用）計算書類に対する注記（築館拠点区分用）計算書類に対する注記（築館拠点区分用）計算書類に対する注記（築館拠点区分用）

別紙２

　　担保に供されている資産は以下のとおりである。

158,643,450 円

23,757,438 円

182,400,888 円

　　担保している債務の種類および金額は以下のとおりである。

23,907,000 円

円

23,907,000 円

　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

取得価額 減価償却累

計額

当期末残高

158,643,450 158,643,450

257,312,586 160,930,388 96,382,198

10,645,831 2,200,205 8,445,626

6,269,448 2,385,581 3,883,867

4,415,300 2,972,160 1,443,140

10,977,376 9,282,302 1,695,074

448,263,991 177,770,636 270,493,355

　　債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。

　　間接法を採用しているため記載省略（貸倒実績・貸倒懸念債権ともに無し。）

債権額 徴収不能引

当金の当期

末残高

債権の当期

末残高

　　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は以下のとおりである。

帳簿価額 時価 評価損益

　　　　該当なし

６．担保に供している資産６．担保に供している資産６．担保に供している資産６．担保に供している資産

建物

建物

計

設備資金借入金(1年以内返済予定額を含む)

長期運営資金借入金（1年以内返済予定額を）

計

７．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高７．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高７．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高７．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

（貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）（貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）（貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）（貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）

（単位：円）

土地

土地

建物

土地

合計

構築物

機械及び装置

車輌運搬具

器具及び備品

建設仮勘定

　　　　　　　　　　　該当なし

有形リース資産

合計

８．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高８．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高８．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高８．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

（貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）（貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）（貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）（貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）

（単位：円）

９．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益９．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益９．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益９．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

（単位：円）

種類及び銘柄

　　　　　　　　　　　該当なし

合計

１０．重要な後発事象１０．重要な後発事象１０．重要な後発事象１０．重要な後発事象



計算書類に対する注記（築館拠点区分用）計算書類に対する注記（築館拠点区分用）計算書類に対する注記（築館拠点区分用）計算書類に対する注記（築館拠点区分用）

別紙２

・（リース関係取引）

　　1、ファイナンス・リース取引

　　　(1)所有権移転ファイナンス・リース取引

　　　　該当なし　

　　　(2)所有権移転外ファイナンス・リース取引

　　　　①リース資産の内容

　　　　　イ　有形固定資産

　　　　　　　該当なし

　　　　　ロ　無形リース資産

　　　　　　　該当なし

　　　　②リース資産の減価償却の方法

　　　　　1.重要な会計方針の「(1)固定資産の減価償却の方法」に記載の通りである。

１１．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び１１．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び１１．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び１１．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び

純資産の状態を 明らかにするために必要な事項純資産の状態を 明らかにするために必要な事項純資産の状態を 明らかにするために必要な事項純資産の状態を 明らかにするために必要な事項



　　（１）固定資産の減価償却の方法

　　　　　①有形固定資産（リース資産を除く）定額法

　　　　　②無形固定資産（リース資産を除く）定額法

　　　　　③リース資産

　　　　　　a)所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　　　　　　　自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法によっている。

　　　　　　b)所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　　　　　　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっている。

　　（２）引当金の計上基準

　　　　　・徴収不能引当金

　　　　　　該当なし

　　　　　・賞与引当金

　　　　　　職員の賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上している。

　　　　　・退職給付引当金　

　　　　　　職員に対して将来支給する退職金のうち一般社団法人宮城県民間社会福祉振興会退職共済

　　　　　　制度の掛金の法人負担相当額を退職給付引当金に計上している。

　　（１）一般社団法人宮城県民間社会福祉振興会が実施する退職共済制度

　　当拠点区分において作成する計算書類は以下のとおりになっている。

　（１）鳴子拠点計算書類（会計基準省令第１号第４様式、第２号第４様式、第３号第４様式）

　（２）拠点区分事業活動明細書（会計基準別紙３（⑪））

　　　　当該拠点区分は１拠点１サービス区分の為、作成を省略している。

　（３）拠点区分資金収支明細書（会計基準別紙３（⑩））

　　　　当該拠点区分は１拠点１サービス区分の為、作成を省略している。

　　基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

25,852,867 25,852,867

92,130 47,123 45,007

25,944,997 47,123 25,897,874

　　　　該当なし

　　担保に供されている資産は以下のとおりである。

　　担保している債務の種類および金額は以下のとおりである。

５．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し５．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し５．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し５．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

６．担保に供している資産６．担保に供している資産６．担保に供している資産６．担保に供している資産

　　　　　　　　該当なし

　　　　　　　　該当なし

基本財産の種類

土地

建物

合計

１．重要な会計方針１．重要な会計方針１．重要な会計方針１．重要な会計方針

２．採用する退職給付制度２．採用する退職給付制度２．採用する退職給付制度２．採用する退職給付制度

３．拠点が作成する計算書類とサービス区分３．拠点が作成する計算書類とサービス区分３．拠点が作成する計算書類とサービス区分３．拠点が作成する計算書類とサービス区分

４．基本財産の増減の内容及び金額４．基本財産の増減の内容及び金額４．基本財産の増減の内容及び金額４．基本財産の増減の内容及び金額

（単位：円）

計算書類に対する注記（鳴子拠点区分用）計算書類に対する注記（鳴子拠点区分用）計算書類に対する注記（鳴子拠点区分用）計算書類に対する注記（鳴子拠点区分用）

別紙２



計算書類に対する注記（鳴子拠点区分用）計算書類に対する注記（鳴子拠点区分用）計算書類に対する注記（鳴子拠点区分用）計算書類に対する注記（鳴子拠点区分用）

別紙２

　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

取得価額 減価償却累

計額

当期末残高

25,852,867 25,852,867

8,073,895 8,028,888 45,007

940,078 685,288 254,790

1,364,003 1,276,500 87,503

1,139,255 1,012,605 126,650

37,370,098 11,003,281 26,366,817

　　債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。

　　間接法を採用しているため記載省略（貸倒実績・貸倒懸念債務ともに無し。）

債権額 徴収不能引

当金の当期

末残高

債権の当期

末残高

　　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は以下のとおりである。

帳簿価額 時価 評価損益

　　　　　　該当なし

　　　該当なし

１０．重要な後発事象１０．重要な後発事象１０．重要な後発事象１０．重要な後発事象

１１．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び１１．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び１１．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び１１．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び

純資産の状態を明らかにするために必要な事項純資産の状態を明らかにするために必要な事項純資産の状態を明らかにするために必要な事項純資産の状態を明らかにするために必要な事項

器具及び備品

建設仮勘定

有形リース資産

合計

合計

　　　　　　　　　　　該当なし

合計

９．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益９．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益９．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益９．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

種類及び銘柄

　　　　　　　　　　　該当なし

（単位：円）

８．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高８．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高８．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高８．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

（貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）（貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）（貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）（貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）

（単位：円）

機械及び装置

７．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高７．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高７．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高７．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

（貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）（貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）（貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）（貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）

（単位：円）

土地

建物

土地

建物

構築物

車輌運搬具


